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　 『流通科学研究所報』第14号の発行にあたって、一言ご挨拶を申し上げます。
　本年の５月１日から元号が「令和」となった。「令和」の出典は、「万葉集」の梅花の歌、三十二首
の序文「初春の令月にして、気淑（よ）く風和らぎ、梅は鏡前の粉を披（ひら）き、蘭は珮後（はい
ご）の香を薫らす」からとされている。平和が永遠に続くことを願って命名されたのであろう。昭和
の時代は戦争で、平成の時代は大災害で多くの犠牲者を出し、多大な被害を被った。令和の時代は戦
争のない自然災害の少ない時代であって欲しいと願った。
　しかし、本年８月以降、米中貿易戦争が激化し、９月１日には米中双方が追加関税の対象を大幅に
拡大した。特に、トランプ米大統領は、同日に中国からの輸入品のほぼすべてに追加関税を課す「第
4弾」を発動した。米中貿易戦争は両国間の貿易を縮小させ、中国輸出企業の採算を悪化させている。
その結果、日本の対中輸出が減少し、製造業の業績が悪化し始めている。
　10月12日に日本に上陸した台風19号は、関東地方や甲信地方、東北地方などで記録的な大雨をもた
らし、千曲川や阿武隈川など71河川の計140カ所を決壊させ、浸水や家屋の全半壊をもたらし、その
結果死者・行方不明者は100名近くに上った。
　輝かしい時代になることを祈って始まった令和時代は、貿易戦争の激化と自然災害の頻発が懸念さ
れる時代になるかもしれないと懸念される令和元年暮のこの頃である。
　一方、日本を元気づけ、沸かせたのが、９月20日から11月２日に開催された「ラグビー W 杯2019
日本大会」であった。日本代表は目標のベスト８進出を達成し、 準々決勝で唯一の敗北を喫したのが、
優勝した南アフリカであった。「現代用語の基礎知識選　ユーキャン新語 ・ 流行語大賞」に、ラグビー
日本代表チームのスローガン「ONE　TEAM（ワンチーム）」が選ばれた。
　今後の日本全体がワンチームで令和時代の貿易戦争や自然災害の難局に立ち向かって欲しいと切望
している。
　本研究所においては８月２日に「電子商取引による食料の流通変化と輸出拡大の可能性」と題して、
第14回中村学園大学流通科学研究所国際セミナーを開催した。日本からは経済産業省大臣官房審議官
（貿易経済協力局・農林水産品輸出担当）の渡邉洋一氏が「越境 EC 等を活用した日本産農林水産物・
食品の輸出促進について」講演し、中国からは提携大学である浙江樹人大学都市・農村流通経済研究
所長・教授の万国偉氏が「中国における電子商取引の発展および農産物流通への影響」についてスピー
チし、韓国からは提携大学の全北大学農業経済学科教授の嚴智凡氏が「韓国における電子商取引によ
る食料の流通変化と輸出拡大の可能性について」話された。学内から約200名の参加者があり、変化
の激しいアジアの電子商取引による流通の変化について知見を深める機会になった。
　８月18日から22日まで当研究所の研究員４名がフィンランドを訪問し、ツルク応用科学大学と本学
との提携を結ぶとともに有機農産物販売店、量販店などの流通施設において調査を実施した。当国は
消費税が24％であるが、世界幸福度ランキングにおいて２年連続世界第1位。その理由を考える機会
になった。
　研究所は、本年度も株式会社ひよ子様と筑前町様から多大な研究資金の支援を頂いた。記して感謝
を申し上げます。
　本誌が令和時代最初の機関誌になります。末永く本研究所に対して今後とも一層のご指導、ご協力、
ご支援をお願い申し上げます。
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